
中 嶋 嶺 雄
（東京外国語大学学長）

「教育百年の計Jについて

① 「教育Jという言葉は、 『孟子』！こ発源する。 英語のe du c at io nは、
ラテン語起源のものであるが、 洋の東西を間わず、 教育とは、 有識の成人が幼体
ないし未成人に知識や情報を伝達し、 彼らの社会化と人格形成を育成するとい
う、 厳しくも夢多き人間的行為であった。 この原点が見失われている状態を早急
に回復しなければならない。 戦後教育の見直し、 教育基本法の再検討は、 この原
点に立って、 またその限りにおいて、 なされるべきであろう。

② 人格形成に関しては、 まず家族、 とくに両親の責任の自覚が重要であって、 学
校にすべてを押しつけるべきではない。 学校はあくまでも学習に重点を置くべき
である。 また地域社会は補完的な機能を担うべきであろう。 生涯学習は、 高齢化
社会の活性化に不可欠であるばかりか、 豊かな人生のための最重要課題であろ
っ。

③ 「個Jの充実が怠って、 はじめて「公jが成り立つのであるが、 「個Jのエゴ
や欲求を「公Jに託して、 そのうえ「公Jを批判するといった風潮が、 教育の荒
廃を招いた根本原因だといえよう。

④ 「教育Jは永遠の課題でもあるので、 議論し始めればいくらでも時間がかか
る。 しかし、 「教育百年の計jこそが「国家百年の計Jでもあるので、 短期集中
的に議論して成案を得、 できることから政策化し、 実行すべきである。 その際、
＊ 教育の国際化〈英語教育の抜本的見直し、 留学生政策の根本的改善を含む）

にどう取り組むべきかが当面の緊急課題であろう。
＊ 高等教育と学術研究体制jの整備については、 予算の増額による国費の効果的

な投入が必要であることはいうまでもないが（欧米先進国に比して日本の高等
教育機関が貧弱なので）、 その際には国立大学の抜本的な改革と再編が是非必
要である。 中国の固有企業に等しいような今日の国立大学の現状をこのまま放
置するなら、 「教育百年の計Jは成り立たない。
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